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昔の標本・今の技術・未来のアーカイブ
何万年・何億年も前の世界中の化石を展示している佐川地質館。そして、化石を

扱う手法は今でも進化が続いています。
地質館では、長崎県西海市からお借りしたカイギュウとペンギンモドキの化石を

この夏休みに展示しました。特別展の終了とともに化石は西海市にお返ししました
が、この機会にこれらの化石のレプリカを西海市の許可のもと作成し、地質館の主
展示室の「地質時代塔」で展示をすることにしました。従来はシリコンで化石の型
取りを行い、その型に石膏を流し込むことで化石を複製していましたが、今回はさ
かわ発明ラボにもご協力いただき、３Dスキャナーと 3Dプリンターを用いて化石
を複製しました。出来上がったレプリカは、細部までよく再現されています。ぜひ
ご来館のうえご覧ください。
現在、佐川町立図書館では佐川町にある文化資源をデジタル化し、公開する準備

が進められています。地質館もこれに向けて収蔵標本の台帳整備・写真撮影を進め
ていますが、やはり写真だけではなく標本の 3Dデータも世界に公開し残していく
ことが、何十年・何百年も後も世界中で使われるアーカイブのあるべき姿なのではないかと思います。

１０月の地質館イベント
１０月１３日（日）　１３：００〜１６：３０ ＆ １０月２６日（土）　１３：００〜１６：３０　
仁淀ブルー体験博　「猿田洞に潜む動物たちの足跡～氷河期からのメッセージ～」
予約は仁淀ブルー体験博公式ウェブサイトから
１０月２７日（日）１２：００〜＆１５：００〜（10分程度）展示解説「地質時代塔」
地質館開館時からある、主展示室の「地質時代塔」にそって、地球と生命の歴史を解説します。

地質館だより

３Dプリンターで出力したペン
ギンモドキ化石のレプリカ。
これから着色し展示します。
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つ
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み
な
さ
ん
が
待
ち
望
ん
だ
新
し
い
町
立
図
書
館
「
さ
く

と
」
が
、
こ
の
12
月
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。
実
は
、

こ
の
町
立
図
書
館
と
当
館
は
、
昭
和
38
（1963

）
年
に

当
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在
地
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新
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。
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青
山
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て
リ
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ー
ア
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し
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。

　

書
籍
（
本
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自
体
が
貴
重
で
あ
っ
た
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代
に
創
設
さ

れ
た
川
田
文
庫
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は
、
創
設
者
・
川
田
豊
太
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地

元
貢
献
の
た
め
に
」
と
い
う
想
い
が
強
く
込
め
ら
れ
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。
た
だ
し
、
個
人
経
営
で
し
た
の
で
、
青
山
文
庫

と
な
っ
た
際
に
財
団
法
人
青
山
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の
運
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に
切
り
替
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
本
格
的
な
図
書
館
活
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が
は
じ
ま

り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
田
文
庫
に
は
、
川
田
氏
が
所
有
す
る
考
古

資
料
や
美
術
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
一
種
の
知
的
サ
ロ

ン
の
よ
う
な
要
素
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
、
田
中
光
顕
が
収
集
し
た
志
士
た
ち
の
遺
墨
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
現
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の
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や
皇
室
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順
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文
庫
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。
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史
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れ
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。
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し
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光
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大
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会
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き
く
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た
影

響
を
受
け
、
財
団
法
人
青
山
会
に
よ
る
運
営
が
困
難
と

な
り
、
昭
和
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）
年
に
佐
川
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に
運
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が
委
託

さ
れ
、
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は
幾
度
か
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
町

立
博
物
館
と
町
立
図
書
館
と
に
分
れ
ま
す
。

　

佐
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先
人
た
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、
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田
文
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か
ら
青
山
文
庫
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町
立
図
書
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へ
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き
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群
を
、
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母
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冠
し
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川
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文
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と
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び
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歴
史
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共
に
保
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し
て
き
ま
し
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の
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が
、
新
図
書
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さ
く
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蔵
さ
れ
る
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定
で
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展
示
で
は
、
第
１
章
で
収
蔵
施
設
の
歴
史
を
た
ど
り
、

第
２
章
で
蔵
書
の
具
体
を
紹
介
し
な
が
ら
、
総
合
的
に

「
川
田
文
庫
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
紹
介
し
ま

す
。
た
だ
し
、
本
来
は一
体
で
あ
っ
た
「
川
田
文
庫
」
や

当
館
所
蔵
資
料
の
全
点
調
査
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、

若
干
の
推
測
や
曖あ

い
ま
い昧

さ
が
含
ま
れ
て
い
る
点
は
お
許
し
く

だ
さ
い
。（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）
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２
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